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尾
伸
一

『

敎
と
中
國

佛
典
』
書

か
ら
『
太
上
老
君

報
父
母
恩
重
經
』

立
年
代

へ

砂

山

稔

序

言

尾
伸
一

『

敎
と
中
國

佛
典
』
は
、

敎
と
中
國

經
典
と
の
關
係
を
考
察
し
た

尾
氏
の

で
、
序

・

を
含
め
る
と

二
十

、
序

を
除
い
て
四
部
構

を
取
り
、
末

尾
に
は
、
リ
ヴ
ィ
ア
・
コ
ー
ン
氏
の

譯
に
な
る
英

一

が
添

え
ら
れ
る
。
因
み
に
先
年
出
版
さ
れ
た
『
日
本
古
代
の
典

と
宗

敎

』（
吉
川
弘

、
二
〇
一
五
、
以
下
、

書
Ｂ
）
は
、
本

書
と
相
補
う
關
係
に
あ
る
が
、

書
Ｂ
で
は
、
中
國
の
葛
洪
や
陶

弘
景
が
や
や
深
く
取
り

わ
れ
、
本
書
で
は
『
源
氏
物
語
』
の
死

生

が
語
ら
れ
る
な
ど
、
中
々
油

の
な
ら
な
い
構

に
な
っ
て

い
る
。（

中
、
筆

｜

尾
氏
、

｜
砂
山
）。

本
書
の
四
部
構

や
妙
見
信
仰
を
含
む
星
宿
信
仰
、
陰
陽

、

台
密
・
東
密
な
ど
の
密
敎
を
含
む

體
の

に
つ
い
て
は
、

の

で
あ
る
本
書
の

の
讀

で
も
あ
る
丸
山
宏
氏
の
異

例
の
長

に
よ
る
「
あ
と
が
き
」
に
讓
る
と
し
て
、
以
下
に
は
思

う
ま
ま
に
論

を
加
え
た
い
。

第
一

中
國

經
典
・

鮮
・
ベ
ト
ナ
ム

序

二
の

２
）の
「
中
國

の
疑

經
典
と
そ
の

究
」
で

は
、
筆

は
牧
田
諦
亮
氏
の
『
疑
經

究
』（
京

大
學
人

科
學

究

、
一
九
七
六
）
に
お
け
る
中
國

經
典
の
六
分

を

六
八



げ
、
そ
の

の
㈢
中
國
の
傳
統
思
想
と
の

和
や
優
劣
を
考
慮
し

た
も
の
（『
父
母
恩
重
經
』『
盂

盆
經
』『
須
彌
四
域
經
』『
淸
淨
法

行
經
』『
正

外
經
』『
首
羅
比
丘
經
』
な
ど
）
㈥
療
病
、

福
な

ど
の
た
め
の

な
る
俗
信
・

信
に

す
る
も
の
（『
天
地
八
陽
神

呪
經
』『
佛

大
藏
正
敎
血
盆
經
』『

壽
命
經
』『
佛

七
千
佛
神
符

經
』
な
ど
）
の
二
つ
が

敎
思
想
と

も
關
係
が
深
い
と
し
、
本

書
で
は
、「
日
本
古
代
に
舶
載
さ
れ
た
こ
と
が
確
實
な

敎

疑

經
典
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
日
本
の
古
寫
本
と
敦
煌
本
や

鮮
本
と
の
比
較
も
試
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が

含
す
る

敎

素
を
析
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

敎
思
想
が
傳
播
す
る
上
で
の

媒
體
と
な
っ
た
可
能
性
を

討
し
た
い
」
と
す
る
。

そ
し
て
、
中
國

經
典
の

料
集
と
し
て
、
中
野

氏
の

『
大
日
本
續
藏
經
』、
矢
吹
慶
輝
氏
に
よ
る
『
大
正
新
修
大
藏
經
』

第
八
十
五

古

部
・
疑
似
部

が
先

存
在
で
あ
る
敦
煌

本
な
ど
、
更
に

年
の
も
の
と
し
て
、
名
古
屋
市
の
七
寺
一
切
經

が

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

鮮
本
、
更
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の

料
な
ど
が
、
本
書
で
用
い
ら
れ
る

料
で
あ
る
。

筆

は
、
序

で

べ
る
よ
う
に
、

佛
二
敎
と
巫
俗
の
交

を

じ
て
、
重

な
展
開
を
み
た
、

鮮
本
疑

經
典
や

經

の
流
布
は
、
日
本
に
お
け
る
受
容
形
態
を
考
え
る
上
で
示
唆

で

あ
る
、
と
言
う

座
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

に

鮮
本

に
關
わ
る

六

か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
第
五

で
は
、

『
天
地
八
陽
神
呪
經
』
に
つ
い
て
論
じ
る
。
奈
良
時
代
に
、
お
そ

ら
く
は

鮮

島
を
經
て

來
さ
れ
た
『
天
地
八
陽
神
呪
經
』
は
、

日
本
で
は
、
家
を
建
て
て
竈
や
倉
を
構
え
、
畜

を
設
け
る
な
ど

の

土
地
神

の
祭
祀
を
め
ぐ
る
部
分
が
と
く
に
信
仰
さ
れ
、
陰

陽
師
や
密
敎

（
と
く
に
東
密
）
に
よ
る
鎭
祭
の
場
で
讀
誦
さ
れ

た
。『
天
地
八
陽
神
呪
經
』
の

容
を

約
す
る
と
、
こ
の
經
典

を
三

讀
誦
す
れ
ば

鬼
は

滅
し
、
疾
病
は
快
癒
し
、
愚
癡
は

除
滅
す
る
。
家
屋
新
築
の
時
に
も
三

讀
誦
す
る
と
、
朱
雀
、
玄

武
、
靑

、
白

、
六
甲
禁
諱
、
十
二

神
、
土
府
伏

な
ど
一

切
の
鬼
魅
は
、
悉
く

れ
て

を
な
さ
な
い
。
出
產
、
結
婚
、

葬
の
時
に
も
こ
の
經

を
三

讀
誦
す
る
と
、
無
事
安
產
、
子
孫

は
繁
榮
し
、
墓

に
安
置
す
れ
ば
、
永
く
災
障
は
な
い
。
さ
ら
に

任
官
の
日
、
新
宅
に
入
る
日
に
こ
の
經
を
讀
め
ば
、
吉
利
甚
大
、

善
神
が
加
護
し
て

年

壽
、
福
德

足
す
る
、
と
い
う
。
朱
雀
、

六
九

現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重



玄
武
、
靑

、
白

の
四
神
が
鬼
魅
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
秀

で

あ
る
が
、
正
に
現
世
利

滿
載
の
經
典
で
あ
る
。
第
十
七

で
は

こ
の
『
天
地
八
陽
神
呪
經
』
の

鮮
本
に
つ
い
て
、
多
數
の

料

寫
眞
な
ど
も
交
え
て
論
じ
て
い
る
。
因
み
に
筆

は
同

で
、

『
天
地
八
陽
神
呪
經
』
は
、
中
國

邊
の

地
域
に
廣
く
流
布
し
、

敦
煌
藏
經
洞
か
ら
百
本

い
古
寫
本
が
確

さ
れ
て
い
る
の
を
は

じ
め
、

か
ら
ウ
イ
グ
ル
（
ト
ル
コ
）
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
チ

ベ
ッ
ト
語
に

譯
さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
大
藏
經
や
蒙
古
大
藏
經
に
も

譯
本
が
收
め
ら
れ
た
ほ
か
、
日
本
で
も
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代

に
か
け
て
、
東
密
系
の

寺
院
を
中
心
に
書
寫
さ
れ
、

世
の
寫

本
も
い
く
つ
か
傳
存
す
る
、
と

到
に

べ
て
い
る
。

に
第
十

五

で
は
、
北
斗
信
仰
の

依
の
經
典
と
さ
れ
た
『
太
上
玄
靈
北

斗
本
命

生
眞
經
』（『
太
上
北
斗

生
經
』
と
略
記
）
と
い
う

敎

經
典
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
こ
で
は
、

鮮
で
刊
行
さ
れ
た
『
太

上
北
斗

生
經
』
の
版
本
の
う
ち
、

も
流
布
し
た
の
は
、

庵
板
の
よ
う
で
、
東
國
大
學
校

藏
の

庵
板
に
よ
っ
て
、
こ

の

鮮
本
『
太
上
北
斗

生
經
』
に
言

さ
れ
た
吉
岡
義
豐
は
、

經
首
の
「
開
經
玄
蘊
呪
」
が
、
中
國
六

時
代
に

立
し
た
『
洞

玄
經
』
の
開
經

に
源
流
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
七
星
眞
言
や

陀
羅
尼
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
純
粹
の

敎
經
典
と
し

て
で
は
な
く
、
密
敎
系
信
仰
の
中
に
取
り

ま
れ
て
流

し
た
可

能
性
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
臺
灣
に
も
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
が
流

布
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
た
と
し
、
さ
ら
に
日
本
で
は
、

十
五
世
紀
、
室
町
末
期
に
唯
一
神

の
敎
理
の
確
立
に
努
め
た
吉

田

俱
が
、『
太
上
北
斗

生
經
』
を
積
極

に
援
用
す
る
な
ど
、

そ
の
傳
播
は
多
方
面
に

ん
で
い
る
と
言
う
。
韓
國
の
寺
院
に
獨

特
の
七
星
閣
は
、
北
斗
七
星
を
神
格

し
、

命
長
壽
を

る
場

だ
と
云
う
指
摘
は
面
白
い
。
第
十
六

で
は
、

鮮
本
『
佛

廣

本
太

經
』
を
取
り
上
げ
、

鮮
に
お
け
る

佛
二
敎
と
巫
俗
の

交

史
の
一
面
を
考
察
し
て
お
り
、
李

時
代
、

や
讀
經
師

た
ち
が
傳
承
し
て
き
た
經

集
に
も
含
ま
れ
る
代
表

な
疑

經

典

を
何
種

か
合
綴
し
、
李

時
代
を

じ
て
各
地
の
寺
院
で

刊
行
さ
れ
た
『
佛

廣
本
太

經
』
に
は
、『
天
地
八
陽
神
呪
經
』

『
安
宅
神
呪
經
』『
救
護
身
命
經
』『
竈
王
經
』『
度
厄
經
』『
地
心

陀
羅
尼
經
』
な
ど
が
收

さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、

敎

の

藏

に
經
題
や

容
が

似
す
る
經
典
を
見
出
せ
る
も
の

七
〇

現
報
・
七
寺
と
恩
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・
重



も
少
な
く
な
い
、
と
す
る
。
五
五
四
頁
に
は
、
收
載
經
典
の
一

表
が
有
り

索
に
便
利
で
あ
る
。
第
九

で
は
、『
地
神
經
』
に

つ
い
て
論
じ
る
。
九
州
・
中
國
地
方
な
ど
西
日
本
各
地
の

は
、

琵
琶
を

奏
し
な
が
ら
、
家
々
の
竈

神
祓
い
や
地
神
・
水
神
・

金
神
な
ど
の
屋

神
を
祀
り
、
時
に
卜
占
や

禱
も
行
な
っ
て
き

た
。
彼
ら
が

に
讀
誦
す
る
の
は
『
地
神
經
』
と
そ
の
釋

で
あ

り
、
そ
の
た
め
に

地
神

と
も
呼
ば
れ
る
。『
地
神
經
』

は
、（
中
略
）
五

王
や
堅
牢
地
神
な
ど
の
廻
心
を
願
う
高
弟
阿

陀
ら
の

に
應
え
て
、
釋

が

び
棺
中
か
ら

ち
、
大
地

を
め
ぐ
る
本
末
の
因

と
受
持
の
作
法
を

く
。
十
干
・
十
二

支
・
七

・
九
星
・
二
十
八
宿
な
ど
を
織
り

ん
だ
、
五
行
思
想

の
影

が
顯

な
疑

經
典
で
あ
る
。

鮮
の

と
日
本
の

が
、
同
じ
『
地
神
（
心
）
經
』
を
語
り
傳
え
な
が
ら
も
、
日
本

で
は

島
に
な
い
五

王
子
譚
が

立
し
、
獨
自
の
展
開
を
み
た
、

と
す
る
。
ま
た
、
第
十
八

で
は
、
日
本
と

鮮
で
そ
れ
ぞ
れ
に

傳
承
さ
れ
て
き
た
『
地
神
經
』・『
地
心
經
』
と
、

と
經
巫
の

性
格
の
考
察
を

じ
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
呪

信
仰
の
宗
敎

重

性
（
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
）
を
考
察
し
て
い
る
。
日
本
で

は
、『
地
神
經
』（『
佛

地
神
大
陀
羅
尼
經
』）
で
あ
る
も
の
が
、

鮮
で
は
、『
地
心
經
』（『
佛

地
心
陀
羅
尼
經
』）
と
し
て
傳
承

さ
れ
た
と
言
う
事
實
は
興
味
深
い
。
更
に

は
、「
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る

經
と
善
書
の
流
傳
」
と
題
す
る
唯
一
の
ベ
ト
ナ
ム
を

っ
た

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
筆

は

の
よ
う
に

べ
て
い

る
。
ベ
ト
ナ
ム
は

字
・

圈
に
屬
し
、
中
國
と
イ
ン
ド

の

が
交
錯
す
る
地
域
と
し
て
、
獨
自
の
宗
敎

展
開
を
み
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の

字
と
字
喃
に
よ
る

史
料
に
關
し
て
は
、
フ
ラ

ン
ス
と
ベ
ト
ナ
ム
の
雙
方
で
い
く
つ
か
の
目

が
作
ら
れ
て
い
る

が
、

年
、
臺
灣
の
中
央

究
院
に
よ
り
、
詳
細
な
書
誌

報
を

備
え
た
『
越
南

喃

目

提

』

二

四

が
刊
行
さ
れ
、

そ
の

容
に
接
す
る
こ
と
が
、
可
能
と
な
っ
た
。
本

で
は
こ
の

目

を
手
が
か
り
に
、
ハ
ノ
イ
に
現
存
す
る

喃

の
中
に
見

出
せ
る

經
と
善
書
の
特
質
に
つ
い
て
、
同
じ
く

字
・

圈
に
屬
す
る

鮮
と
日
本
と
の
對
比
も

野
に
置
き
つ
つ
考
察

す
る
、
と
。
そ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
玉
山
祠
經
書
藏
板
目

」
を
見
る
と
、『
陰
符
經
』
と
『

庭
經
』
が
列
せ
ら
れ
る
の

は
、
北

敎
の
影

を
髣
髴
と
さ
せ
る
も
の
の
、『
太
上
感
應

七
一

現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重



』、『
陰

』、『
功

格
』、

昌

君
、
關

君
關
係
の

書

が
竝
ぶ

子
は
、
正
に
酒
井
忠
夫
氏
が

究
さ
れ
た
「
善

書
」
の
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

に
敦
煌
本
に
關
わ
る
二
つ
の

を
見
る
。
第
一

は
、『
七

千
佛
神
符
經
』
に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
の

で
は
、
日
本
古
代
の

木

や

書
土

に
み
ら
れ
る
呪
符
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
依
據

し
た
可
能
性
の
あ
る
史
料
と
し
て
、『
佛

七
千
佛
神
符
經
』
も

し
く
は
『
佛

算
經
』
を
取
り
あ
げ
、
奈
良
時
代
に
舶
載
さ
れ

た
こ
と
が
確
實
な
こ
の
經
典
の
敦
煌
寫
本
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
が

經
『
太
上
老
君

長
生

算
妙
經
』
を

粹
し
、
部
分

に
佛

敎

な
改
變
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

す
る
こ
と
に
よ

り
、
中
國

の

敎

な
疑

經
典
を

じ
て
の
、

敎
思
想

受
容
の
一
面
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
木

・

書
に
は
、

敎
の
有
名
な
呪
語
で
あ
る
「

々
如
律
令
」
が
記
さ
れ
る
多
數
の

例
が
あ
り
參
考
に
な
る
。
ま
た
、
第
六

で
は
、『
壽

經
』
に

つ
い
て
論
じ
る
。
そ
こ
で
は
、

の
よ
う
に

べ
て
い
る
。
山
上

憶
良
が
そ
の
作
品
の
一

に
引
用
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
『
壽

經
』
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
が
醍
醐
寺
を
は
じ
め
と
す
る
東
密
系
の

寺
院
に
お
い
て
、

世
に
至
る
ま
で

命
修
法
の
場
で
長
く
用
い

ら
れ
た

を
跡
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

敎

な
疑

經
典
の

受
容
と
、
密
敎
修
法
の
形

と
の
關

を
、
で
き
る
だ
け

體

に

證
、
ま
た
、『
壽

經
』
の
敦
煌
本
で
は
、『
藥
師
經
』
に

か
れ
る
續
命
法
や
、
端
午
の
續
命
縷
な
ど
、
民

の

敎

な

壽

算
思
想
と
の
關

が
窺
え
る
。『
壽

經
』
は
、
わ
ず
か
三

百
字
に
も
滿
た
な
い
典
型

な
疑

經
典
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け

に
中
國
の
民
衆
生
活
や
思
考
を
直
截
に
反
映
し
て
い
る
、
と
。
山

上
憶
良
（
六
六
〇
｜
七
三
三
頃
）
は

使
の
經

が
あ
り
、
そ

の

敎
體

は
中
國
仕

み
で
あ
る
。

第
二

七
寺
本
・
日
本
靈
異
記

そ
れ
で
は

に
七
寺
本
に
關
わ
る

五

を
見
る
。
七
寺
一
切

經
に
關
し
て
は
、
牧
田
諦
亮
氏
・
落
合
俊
典
氏
に
よ
り

料
と

究
論

を
合
わ
せ
た
『
七
寺
古

經
典

究
叢
書
』

六

（
大

東
出
版
社
、
一
九
九
四
〜
二
〇
〇
〇
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

叢
書
に
は
、

尾
氏
も
參
畫
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
隨
處
に
七
寺

本
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に

敎
學
會
關
係
の
有
力
な

究

七
二

現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重



と
し
て
は
、
菊
地

太
氏
も
同

に
こ
の
叢
書
に
參
畫
さ
れ
、

第
四

に
八
十
頁
を
超
え
る
詳
細
な
「
疑
經

究

目

」
を

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
・
中
國
・
臺
灣
・
韓
國
・
英

米
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
等
の

究
を
對

と
し
て
お

り
、
古
く
は
胡

、
ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
の
名
が
目
を
惹
く
が
、「
附

記
」
に
は
、
中
國
の
方
廣
昌
氏
の
動
向
に
も

れ
る
な
ど
、
本
書

を
讀
む
場
合
に
是
非
參
考
に
し
て
頂
き
た
い
力
作
で
あ
る
。

さ
て
、
第
三

は
、『
呪
媚
經
』
に
つ
い
て
論
じ
る
。
各
地
の

跡
か
ら
出
土
す
る
人
形

ヒ
ト
ガ
タ

の

立
と
展
開
に
關
し

て
、
從
來
論
じ
ら
れ
て
き
た

經
『
赤
松
子

』
の
他
に
、
や

は
り
人
形
と
關

す
る

容
を
も
つ
中
國

の

敎

な
疑

經
典
で
あ
る
『
呪
媚
經
』
に

目
し
、
そ
の
受
容
史
を

じ
て
、

人
形
呪
儀
の
性
格
に
つ
い
て

討
し
、
ま
た
、
七
寺
本
『
呪
媚

經
』
の
第
四
段
は
、
こ
の
經
典
の
功
德
を

く
流

分
に
あ
た
り
、

こ
の
經
典
を
受
持
し
て
七

讀
誦
す
れ
ば
、
媚

を

け
ら
れ
る
、

な
ど
と

く
。
人
形
呪
儀
に
つ
い
て
は
、
金
子
裕
之
氏
に
「
日
本

に
お
け
る
人
形
の

源
」
な
る
好
論
が
あ
る1

）。
第
四

は
、『
救

護
身
命
經
』
に
つ
い
て

べ
る
。
七
寺
本
『
救
護
身
命
經
』
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
日
本
で
書
寫
さ
れ
た
唯
一
の
古
寫
本
で
あ
る
。
他

に
は
敦
煌
本
と

鮮
本
と
が
知
ら
れ
る
が
、
と
く
に

鮮
で
は
、

經
巫
あ
る
い
は
經
匠
な
ど
と
呼
ば
れ
る
民

の
巫

に
よ
っ
て
、

今
も
傳
承
さ
れ
て
い
る
。『
救
護
身
命
經
』
が
、
敦
煌
や

鮮
、

日
本
な
ど
ア
ジ
ア
各
地
に
廣
く
流
布
し
た
背
景
に
は
、
經

中
に

繰
り

し

さ
れ
る
「

、
衆

、

（
毒
）」
か
ら
の

護
身
と
い
う
側
面
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が

作
用
し
て
い
る
、
と
す
る
。

毒
と
な
る
と
中
國
が
本
場
だ
が
、

そ
れ
を
祓
う
經
典
が
あ
る
の
が
嬉
し
い
。
第
七

は
、『
招
魂
經
』

に
つ
い
て

く
。『
佛

招
魂
經
』
は
、
七
寺
本
の
出
現
に
よ
っ

て
、

め
て
そ
の
本

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
經
典
の
一
つ
で
あ

る
。
そ
の
後
、
大
正
大
學
圖
書

藏
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

っ
て
、
東
寺
寶
菩
提
院
三
密
藏
の

敎

の
中
に
も
別
本
を
見
出

し
得
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
先
ず
兩

を
比
較
し
た
。『
招
魂
經
』

は
、
中
國
古
來
の
招
魂
儀
禮
を

く
も
の
で
は
な
く
、
冥
界
に

離
す
る
佛
弟
子
た
ち
の
魂
魄
を
、
身
中
に

び
招

し
、

年

算
を
も
た
ら
す
こ
と
を

旨
と
す
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

は
大
正
大
學
圖
書

藏
の
別
本
の
發
見
な
ど
の

尾
氏
の

料

七
三
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索
力
を

價
し
た
い
。
筆

は
ま
た
云
う
。

敎
の
三
魂
七
魄

や

年

壽
思
想
を

攝
し
な
が
ら
、
五
世
紀
末
頃
ま
で
に

立
し
た
『
招
魂
經
』
は
、
日
本
で
は
奈
良
時
代
の
天
平
年

以
降
、

『
度
星
經
』
と
し
て
書
寫
さ
れ
、
平
安
時
代
に
は

に
東
密
系
の

寺
院
に
傳
承
さ
れ
た
。『
招
魂
經
』
の

は
、
む
し
ろ
十
世
紀

末
頃
か
ら
貴
族
社
會
を
中
心
に

ん
に
行
な
わ
れ
た
、
陰
陽

の

招
魂
祭
に
お
い
て

承
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
、
そ
の
祭

を

じ
て
推
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
と
。
三
魂
七
魄
に
つ
い
て

は
、

野
岩
友
氏
に
古
典

な
論

の
あ
る
の
は

知
の

り
で

あ
る2

）。
第
八

で
は
、『
三
星
大
仙
人

陀
羅
尼
經
』
に
つ
い

て

べ
る
。
七
寺
本
『
三
星
大
仙
人
經
』
は
、
管
見
の
限
り
で
は

他
書
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
孤
本
で
あ
る
が
、
七

寺
一
切
經
が

さ
れ
た
治
承
三
年
（
一
一
七
三
）
を
や
や
溯
る

十
一
世
紀
後
期
頃
に
、
園

寺
に
お
い
て
『
七
佛
神
呪
經
』
の
抄

出
異
譯
の
形
を
と
り
な
が
ら
、

星
王
法
を
中
心
に
、
兵

や
疫

疾
、
飢
旱
、
災
火
な
ど
を
斥
け
る
た
め
に
金
星
を
祀
る
太
白
星
供

と
火
星
を
祀
る

惑
星
供
に
も
依
用
し
得
る
よ
う
構

さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
の
で
あ
る
、
と
。
こ
の

で
も
筆

の
好
き
な
妙
見

信
仰
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
十
二

は
『
安
墓
經
』
に
つ

い
て

く
。
七
寺
本
『
安
墓
經
』
は
、
六
百
字

度
の
短
い
も
の

で
、
佛
は
阿

に
向
っ
て

の
よ
う
に

く
。
も
し
人
が

く
な

っ
て
墓
を
設
け
て
も
、
そ
の
墓
が
安

で
な
け
れ
ば
、
怪
異
に
み

ま
わ
れ
る
。
だ
か
ら
東
方
靑

王
軍
を
は
じ
め
と
す
る
四
方
の

王
に
對
し
て
、
五
行
、
六
甲
禁
忌
、
十
二
時
の
神
符
を
立
て
、
墓

の
八
神
、
天
神
、
公
神
、
そ
の
母
神
、
子
女
神
な
ど
各
々
を
安

ん
ず
る
の
だ
、
と
筆

は
言
う
。
こ
の

で
は
、
ま
た
、『
日
本

靈
異
記
』
の
「
枯
骨
報
恩
譚
」
が

頭
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

後
に
日
本
に
關
わ
る

五

に
つ
い
て
見
る
。
第
二

は
、

天
罡

呪
符
と
北
辰
・
北
斗
信
仰
に
つ
い
て

べ
る
。
そ
し
て
、

民
衆
社
會
に
お
け
る
北
辰
信
仰
は
妙
見
信
仰
を
基

と
し
、
上

社
會
の
そ
れ
よ
り
も
現
世
利

な
傾
向
が

い
こ
と
か
ら
、
中

國
の
攘
災
招
福
を

旨
と
す
る

天
罡

呪
符
と
は
か
な
り

い

性
格
を
有
す
る
と
い
っ
て
よ
い
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、

天
罡

は
古
來
中
國
に
お
い
て
北
辰
あ
る
い
は
北
斗
、
ま
た
十
二

將
の

八

將
を

味
し
た
、
と
い
う
。
第
十

は
、
坂
上
忌
寸
石
楯
供

經
に
つ
い
て
論
じ
る
。
跋

に

敎

な
性
格
の

言
を
含
む

七
四
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古
寫
經
と
し
て
は
、
坂
上
忌
寸
石
楯
供

經
が

目
す
べ
き

容

を
も
つ
。
そ
こ
に
、

敎
の
神
格
「
西
王
母
」「
東
王
父
」
が
記

さ
れ
た
こ
と
は
、
東
西

部
の
祓
詞
を

提
と
し
て
理
解
で
き
る

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

敎

素
を
多
分
に

含
す
る
古
寫
經

は
、
佛
敎
の
體
系

な
受
容
以

か
ら
、

敎

信
仰
を
徐
々
に

攝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形

さ
れ
た
基

信
仰
が
、
さ
ら
に
佛

敎
思
想
と
も
融
合
し
て
い
く
段
階
を

體

に
物
語
る
も
の
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
と
。
有
名
な
長
屋
王
の
神
龜
五

年
（
七
二
八
）
に
發
願
し
た
『
大
般
若
經
』
の
跋

は
、

の

敎
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
十
四

は
、『
源
氏
物

語
』
を
取
り
上
げ
る
。
葵
の
上
の
死
に
際
し
て
の
修
法
を
端

と

し
て
、
天
台
淨
土
敎
と
眞
言
密
敎
、
陰
陽

と
の
重

性
を
も

野
に
置
い
た
う
え
で
、
密
敎
の
修
法
に
關
す
る
事
相
書
や
、
中
國

の
疑

經
典
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
物
語
の
背
後
に
あ

る
宗
敎

識
の
一
面
を
點
描
し
た
い
、
と
い
う
。
ま
た
、
篠
原
昭

二
氏
に
よ
る
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
は
、
來
世
よ
り
も
、
現

世
で
の
在
り
方
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
臨

行
儀
な
ど
は
語
る

に
値
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
人

世
界
を

し
描
寫

す
る
こ
と
に
、
物
語
の
本
質
が
あ
る
（
五
一
二
頁
）、
と
い
う
指

摘
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、

尾
氏
は
日
本
人
の
死
生

に

い
關
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の

で

九
想

を
取
り
上
げ

の

に
言
う
。
人
の

骸
が
白
骨

す
る
ま
で
の
變

を
、
九

種
の
相
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の

想
を

く

九
想

は
、『

佛
三
昧
經
』
第
二
や
、『
智
度
論
』
第
二
十
一
に
み

ら
れ
、

代
の
蘇
東
坡
の
「
九
想
詩
」
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
日

本
で
は
、
早
く
空

の
『
續

照
發
揮
性
靈
集
補
關
抄
』

十
に

「
九
想
詩
」
が
あ
る
。
死
の
直
後
の
「
新
死
相
」、
腐
敗
が
始
ま
る

「
肪
脹
相
」、

骸
の
變

が

む
「
靑
瘀
相
」、

骸
が
く
ず
れ

始
め
る
「
方
塵
相
」、
さ
ら
に
分
解
す
る
「
方

相
」、
骨

が
分

離
す
る
「

骨
相
」、
白
骨

し
た

骸
そ
の
ま
ま
の
「
白
骨

相
」、
白
骨
が
散

す
る
「
白
骨
離
相
」、

の
よ
う
に
四
散
す
る

「

相
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
五
言
十
二
句
で
詠
む
が
、

源
信
の
『

生

集
』
に
も
、（
中
略
）
九
相
の
叙

が
あ
る
。

葵
の
上
の

然
の
死
を

得
で
き
ぬ
ま
ま
、

骸
を
見
つ
め
る

人
々
の
眼
差
し
に
、
空

や
源
信
の

く
九
相
と
九
想

を
重
ね

合
わ
せ
て
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
四
九
七
頁
）、
と
。

七
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蘇

の
「
九
想
詩
」
は
、
流
石
に
怪
し
い
が
、
五
山
の

侶
が

「
東
坡
・
山
谷
（

庭
堅
）、
味
噌
・
醬
油
」
と
こ
の

詩
の
ス
タ

ー
を

重
し
、
佛
敎
側
に
取
り

も
う
と
し
た
こ
と
は
、

知
の

事
實
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
實
、
蘇

は
、

敎

詩
人
と
見

ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
、
拙

『
赤
壁
と
碧

』
を
參
考
に

さ
れ
た
い3

）。

序

で
は
、
筆

は

の
よ
う
に

べ
る
。
九
世
紀

期
に
藥

師
寺

景
戒
が

し
た
『
日
本
靈
異
記
』
で
は
、『
冥
報
記
』

『
金
剛
般
若
經
集

記
』
な
ど
の

話
集
の
他
、（
中
略
）『
衆
經

集
金
藏
論
』
や
『
梵
網
經
古
迹
記
』
な
ど
に
依
據
し
た
場
合
も

多
い
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
『
大

方
廣
經
』『
像
法
決
疑
經
』

『
善

因
果
經
』
な
ど
の
疑

經
典
も
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
受

容
形
態
を
考
え
る
う
え
で
の
手
が
か
り
と
な
る
、
と
。『
日
本
靈

異
記
』
は
、

に
『
日
本
國
現
報
善

靈
異
記
』
と
言
い
、「
現

報
」
に
つ
い
て
は
、
狩
谷
棭
齋
の
『
日
本
靈
異
記

證
』
で
は
、

世
の
言
を
引
い
て
、「
今
身
作
極
善

業
、

身
受
之
、
是
名

現
報
」
と

す
る
。

ち
、
現
世
で
の
報
應
、
つ
ま
り
、
現
世

利

を
重

す
る
。
民
衆
は
來
世
で
の

佛
な
ど
待
っ
て
い
な
い

ん
だ
、
民
衆
は
現
世
利

を
求
め
る
、
と
い
う
ザ
ッ
ハ
リ
ッ
ヒ
な

尾
氏
の
決
め
打
ち
の
原
點
は
、
こ
の
書
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、

『
萬
葉
歌
人
と
中
國
思
想
』（
吉
川
弘

、
一
九
九

七
、
以
下
、

書
Ａ
と
略

）
で
は
、
第
二

の
中
で
、「『
日
本

靈
異
記
』
の
歌

と
乞

」
が
早
く
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、

書
Ｂ
で
も
、
第
二
部
第
三

で
「
景
戒
の
三
敎

」、
第

三
部
第
四

で
、「『
日
本
靈
異
記
』
の
禪
師
廣

」
が
取
り

わ

れ
、
更
に
、
本
書
で
は
、
第
十
一

、
第
十
二

、
第
十
三

の

三

を
『
日
本
靈
異
記
』
に

く
關
心
の
深
さ
で
あ
る
。
こ
の

『
日
本
靈
異
記
』
に
中
國

經
典
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

本
書
に
展
開
さ
れ
る

究
を
促
し
た
と
見
て

い
あ
る
ま
い
。

第
十
二

に
つ
い
て
は
、

に
見
た
の
で
、
他
の
二

の

く
と

こ
ろ
を
見
る
。
第
十
一

で
は
、「
深
智
の

は

外
を

て
、

因
果
を
信
け
恐
る
」
と
い
う
『
日
本
靈
異
記
』
上

の
序
の
言
葉

を
標
題
と
す
る
。
そ
し
て
、
筆

は
こ
れ
を

典
か
外
書
（

と

し
て
儒
敎
の
經
書
を
い
う
が
、
勿
論
、

敎
關
係
の
書
も
含
む
…
…

）
か
ど
ち
ら
か
一
方
を
學
ぶ

は
、
片
方
を
誹
っ
た
り

ん
じ

た
り
す
る
が
、「
深
智
の

」
は

典
も
外
書
も
共
に
攝
取
し
て
、
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因
果
の
根
本
を
理
解
す
る
と

く
、
と

す
る
。
そ
し
て
、

『
日
本
靈
異
記
』
を
現
存

古
の
佛
敎

話
集
だ
が
、
儒
敎
や

敎
も
し
く
は
神
仙
思
想
の

素
が
顯

な

話
も
い
く
つ
か
含
ま

れ
る
、
と
看
做
す
。
筆

の
『
日
本
靈
異
記
』
の
作

景
戒
へ
の

傾
倒
が
際
立
つ
一

で
あ
る
。
第
十
三

で
は
、

敎
と
佛
敎
の

『
父
母
恩
重
經
』
を
と
り
あ
げ
、『
日
本
靈
異
記
』
の
女
性

、
と

く
に
母
性
表
現
の
問
題
を
中
心
に
比
較

討
を
試
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

敎
受
容
史
の
一
面
を
考
察
し
た
い
と
思
う
、
と
す
る
。

『
父
母
恩
重
經
』
の
問
題
は
、

に
改
め
て
論
ず
る
。

以
上
で
短
い
コ
メ
ン
ト
を
附
し
た
本
書
の
各

の
紹
介
を

え

る
（
因
み
に
本
書
は
、
Ａ
５
版

七
七
○
頁
、
二
○
一
七
年
十
二

、

古
書
院
、
一
五
○
○
○
圓
（

別
）
で
あ
る
）
が
、
二
點
の

ら

か
な

り
に
氣
づ
い
た
の
で
そ
れ
を
記
し
て
お
こ
う
。
第
一
は
、

利
弗
を

利
佛
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
五
五
四
頁
）。

智

第
一
と
言
わ
れ
て
い
る
人
の
名

の

植
は
氣
に
な
っ
た
。

今
一
つ
は
、
玄
弉
（

）
三
藏
の
「
入

求
法
」（
四
三
八
頁
）
と

べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
は
、「
西
域
求
法
」
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

第
三

日
本
傳
來
の

敎
經
典

さ
て
、
そ
れ
で
は
、

に
本
書

體
に
關
す
る
問
題
と
『
父
母

恩
重
經
』
特
に
『
太
上
老
君

報
父
母
恩
重
經
』
の

立
年
代
に

つ
い
て

の
見
解
を

べ
た
い
。

本
書

體
に
關
す
る
問
題
と
は
、
序

二
の

１
）の
「

敎
關

係
書
の
舶
載
」
で
、
筆

が

の
よ
う
に

べ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
肝

な
の
で
長

の
引
用
と
な
る
。
先
ず
、（
Ａ
）
と
し

て
、「
九
世
紀
末
頃
ま
で
に
舶
載
さ
れ
た

、
約
一
五
八
六
部

一
七
一
六
〇

餘
り
を

原
佐
世
が

し
た
『
日
本
國
見
在
書

目

』
の

家

の
部
に
は
、
六
十
二
部
四
八
七

を
載
せ
る

が
、『
老
子
』
關
係
の

疏

二
十
五
部
の
中
に
、『
老
子

胡

經
』
十

と
『
太
上
老
君
玄
元
皇

（
記
）
經
』
十

が
あ

る
他
に
、

經
は
『
抱
朴
子
』

二
十
一

、『
本
際
經
』
一

、『
太
上
靈
寶
經
』
一

、『
淆
（

）

寶
眞
安
志
經
』
一

な
ど
十
部

度
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
『
莊
子
』『
列
子
』
關

係
の

疏

が
目
立
つ
く
ら
い
で
あ
る
」
と

べ
る
。

に
、

（
Ｂ
）
と
し
て
「
そ
れ
に
對
し
て
、

年

壽
を
目

と
し
た

敎
の
構

素
で
あ
る
醫
方

や

數
關
係
の

は
、
か
な
り

七
七

現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重



の
數
に
の
ぼ
る
。
同
書
の

醫
方
家

の
部
に
は
、
醫
針
、
合
藥
、

仙
法
關

書
一
六
五
部
、
一
一
〇
一

を
載
せ
、『
大
淸
神
丹
經
』

一

、『
仙
藥
方
』
一

、『
神
仙

藥

方
經
』
一

、『
五
嶽

仙
藥
法
』
一

、『
神
仙
入
山

藥
方
』
一

、『
神
仙
新
藥
方
』

一

、『
老
子
神
仙

藥
經
』
一

、『
老
子
孔
子
枕
中

藥
方
』

一

、『
太
一
神
丹

治
方
』
一

、『

年

方
』
四

、

『
老
子
敎
人

藥
循
常

仙
經
』
一

、『
赤
松
子
試
（
誡
）』
一

と
い
っ
た
書
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
呪
禁
、
符
印
、
五
行
、
雷

公
、
太
一
、
易
、
遁
甲
式
、
相
仙

關
係
書
一
五
四
部
、
五
一
六

が
載
る

五
行
家

の
部
に
は
、『
三
甲
神
符
經
』
一

、『
三

五
大
禁
呪
禁
決
』
一

、『
六
甲
左
右
上
符
』
一

、『
大

老
君

六
甲

符
』
一

、『
赤
松
子
玉

』
一

、『
玉
女

閉
』
一

、

『
印
書
禹

』
一

な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、

々
な
方

が
、

必

に
應
じ
て
個
別
に
受
容
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、

こ
れ
ら
の
方

と
密
接
に
關

す
る
神
仙

や

家
思
想
の
受
容

に
つ
い
て
は
、

家

の
部
に

さ
れ
た
よ
う
な
典

だ
け

で
な
く
、
中
國
に
お
け
る
佛
敎
が
、

敎
、
儒
敎
や
民

信
仰
と

も
重

な
相
剋
と
融
合
を
展
開
す
る

で

さ
れ
た
、
多

數
の
疑

經
典

を

じ
て
、

接

に
行
わ
れ
た
側
面
に
も

目
す
る
必

が
あ
る
」
と
す
る
。
こ
こ
の
「

家
思
想
」
は
「

敎
思
想
」
の
こ
と
か

こ
う
し
た

敎
に
つ
い
て
の
見
方
は
勿
論
、

英

の

で
あ
る
「D

A
O
IZ
M
IN

JA
P
A
N

」
で
も
繰
り

さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
叙

の
中
で
、『
日
本
國
見
在
書
目

』
に
照
ら
し

て
、
直
ち
に
思
わ
れ
る
の
は
、

の
重
玄
派
の

士

玄
英
の

『
莊
子
疏
』
が

示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
茅
山
派
の

士
、

の
陶
弘
景
の
『
神
農
本
草
經
（
集

）』
が

落
し
て
い
る
こ
と
、

『

武
（

）

傳
』、

の
劉
向
の
『
列
仙
傳
』、
晉
の
葛
洪
の

『
神
仙
傳
』
等
の
傳
記
の

に

れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
福
永
光
司
氏
が
「
平
安
時
代
の

敎
學
」（『

敎
と
日

本

』
人

書
院
、
一
九
八
二
）
の
中
で
『
日
本
國
見
在
書
目

』
か
ら

さ
れ
る
經
典

の
數
に
比
較
す
る
と
ほ
ぼ

數
ぐ

ら
い
で
、『

陰
符
（
經
）』『

金

經
』『

首

經
』『

素
問
』『

八
十
一

經
』
等
の

關
係
の

作

を

尾
氏
は

げ
て
い
な
い
。

兩

出
入
の
あ
る
部
分
も
あ
る
が
、
福
永
氏
の
整
理
は
、

敎
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が
例
え
ば
柳
宗
元
な
ど
に
「

老
」
と
も
呼
ば
れ
た

代
の

況

を

ね
投
影
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

尾
氏
の

先
の
叙

は
相
當
に
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た

略

な
整
理
で
あ

る
。

す
る
に

敎
關
係
書
か
ら
の

敎
思
想
の
受
容
と
言
う
正

規
ル
ー
ト
を
小
さ
く
見
せ
、
中
國

經
典
か
ら
の

接

な
受

容
を
大
き
く
見
せ
よ
う
と
す
る

略

な
整
理
で
あ
る
。
果
た
し

て
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
必

が
あ
っ
た
の
か
。
本
書

體
の
問
題

と
し
て
疑
問
を

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

に
取
り
上
げ
る
の
は
、『
日
本
國
見
在
書
目

』
に
見
え
る

『
本
際
經
』
の
こ
と
で
あ
る
。

尾
氏
ば
か
り
で
な
く
、
福
永
氏

も
こ
の
經
典
に
つ
い
て

れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

經
典
は
、

の
言
う
隋
か
ら

に
亘
る

敎
重
玄
派
の
重

經
典
で
あ
る
。
則
天
武
后
時
代
に

敎
批

を
展
開
し
た

侶
で

あ
る
玄

は
、『

正
論
』
で
「
本
際
經
五

の
如
き
に
至
り
て

は
、
乃
ち
是
れ
隋
の

士
劉

喜

り
、

士
李
仲
卿
十

に
續

す
。
竝
び
に
佛
經
を
模
寫
し
て
、
罪
福
を

し
、
因
果
を

架
し
て
、
佛
法
を
參

す
。

よ
り
以
來
、

ち

州
の

士
黎

興
・

洲
の

士
方
長
あ
り
、
共
に

空
經
十

を

る
。

士

李
榮
ま
た
洗
浴
經
を

り
て
、
以
て

室
に
對
す
、

士
劉
無
待

ま
た
大

經
を

り
て
、
以
て
盂

盆
に
擬
し
、

び
に
九
幽
經

を

り
て
、
將
に
罪
福
報
應
に

せ
ん
と
す
。
自
餘
の
大
部

に

あ
ら
ざ
る
は
、

な
る

げ
て
計
う
べ
か
ら
ず
」
と

敎
重
玄

派
の
動
向
に
つ
い
て

べ
て
い
る
。『
本
際
經
』
は

に
は
、『
太

玄
眞
一
本
際
經
』
と
言
い
、
十

が
完

で
あ
り
、

の
玄
宗
に

特
に

重
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
敦
煌

本
の

敎
經
典
の
中
で
群
を

い
て
多
數
の
寫
本
が
傳
わ
っ
て
い

る4
）。

尾
氏
は
、
東
ア
ジ
ア
の

敎
を

究
の
對

し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
實
、

代

敎
の
動
向
に
つ
い
て

れ
る
こ
と
は
多

く
な
い
。

代
は
中
國
史
の
中
で
も

敎
が

ん
で
、

代

敎

の

究
は
、

敎

究
の
核
心
で
あ
る
と
思
う
が
不
思
議
な
こ
と

で
あ
る
。

は

の

敎
、
就
中
、

・

の

敎
を

中
心
に

究
を
し
て
き
た
。
そ
れ
故
、

尾
氏
と

究
對

が
交

錯
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、『
太
上
老
君

報
父
母

恩
重
經
』
の

究
で
は
、
わ
ず
か
に
接
點
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

七
九

現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重



第
四

『
太
上
老
君

報
父
母
恩
重
經
』
の

立
年
代

『
老
君
恩
重
經
』
は
、
筆

に
は
思
い
入
れ
の
あ
る
經
典
ら
し

く
、
本
書
だ
け
で
は
な
く
、

Ａ
や
丸
山
宏
氏
と
の
共

の

『

敎
の
經
典
を
讀
む
』（
大
修

書
店
、
二
○
○
一
年
）
に
も

が
あ
る
。
先
ず
、

Ａ
で
は

の
よ
う
に

べ
る
。『

藏
』

洞
神
部
本

收
の
『
太
上
老
君

報
父
母
恩
重
經
』（
以
下
、

『
老
君
父
母
恩
重
經
』
と
略
記
）
は
、
西
那
玉
國
鬱
利
山
中
に
お
い

て
、
太
上
老
君
が
五
萬
人
に
の
ぼ
る

衆
を

に
、

德
・
科
戒

を
宣
暢
し
た
際
、
會
衆
の
一
人
で
あ
る

空
智
藏
と
い
う
眞
人
が

「
臣
等
髪
膚
ヲ
稟
受
ス
ル
ハ
皆
父
母
ニ
由
ル
。
父
母
ノ
恩
深
キ
モ

効
ニ
報
ユ
ル
由
ナ
シ
」
と

べ
て
報
恩
の
方
法
を
た
ず
ね
た
の
に

答
え
て
、
太
上
老
君
が

法
を
示
す
形
式
を
と
る
、
多

な

容

の
經
典
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
經
典
の

立
年
代
も

確
で
は

な
い
が
、

田
茂
雄
氏
の

に
よ
る
と
、
他
に
眞
人
「

空
智

藏
」
の
名
を
見
出
せ
る
數
少
な
い

『
太
上
一
乘

空
智
藏

經
』
十

が
、
顯
慶
三
（
四
・

）
年
（
六
五
九
）
に
始
ま
っ

た
佛

論

の
直
後
に
、
佛
敎
の
唯
識

に
對
抗
す
る
た
め
に

敎
側
の

作
し
た
經
典
と
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
さ
ほ
ど
下
ら
ぬ

時
期
に
な
っ
た
と
み
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
、
と
し
て
い
た
。
そ
れ

を
動
か
し
た
の
は
、
ど
う
や
ら
秋

氏
と
謝

玲
氏
の

の
よ
う

で
あ
る
。

尾
氏
は
、
本
書
第
十
三

で
、『
太
上
老
君

報
父
母
恩
重

經
』（『
老
君
恩
重
經
』）
と
『
佛

父
母
恩
重
經
』（『
佛

恩
重

經
』）
に
つ
い
て
、

の
よ
う
に
言
う
。

兩
經
と
も
に

立
年
代
は
不
詳
だ
が
、『
佛

恩
重
經
』
は
、

高
宗
の
麟
德
元
年
（
六
六
四
）
に

っ
た
『
大

典

』
に
は

み
え
ず
、
則
天
武
后
の
天

萬

元
年
（
六
九
五
）
の
『
大

刊

定
衆
經
目

』
第
十
五
、

經
目

に

め
て
載
る
こ
と
か
ら
、

こ
の

と
み
る
の
は
中
川
善
敎
で
あ
り
、
岡
部
和
雄
は
、『
淨
土

盂

盆
經
』
の

立
事

と
の
比
較
を

じ
て
七
世
紀

頃
か

と
し
て
い
る
。（
中
略
）『
老
君
恩
重
經
』
の

立
時
期
も
や
は
り

不
詳
だ
が
、
兩
經
を

に
比
較
・
詳

し
た
秋

は
、
經

中

に
太
上
老
君
か
ら

法
を
受
け
る
眞
人
・

空
智
藏
の
名
が
見
出

せ
る
唯
一
の
史
料
『
太
上
一
乘

空
智
藏
經
』
十

が
、
顯
慶
四

年
（
六
五
九
）
に
始
ま
っ
た
佛

論

の
直
後
に
、
佛
敎
の
唯
識

に
對
抗
す
る
た
め
に

敎
側
の

し
た
經
典
と
さ
れ
る
こ
と

八
〇

現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重



か
ら
、
そ
れ
以
後
、

く
と
も
八
世
紀

に
は
出
現
し
た
、
と

み
る
。
ま
た
、

年
、
兩
經
の

體
に
亘
る
比
較
對
照
を
試
み
た

謝

玲
は
、
太
上
老
君
が
そ
の

身
を
自
叙
し
た
一

が
、
元
始

天

の
弟
子
の
太
上

君
の
傳

と
太
上
老
君
の
傳

と
か
ら

る
こ
と
に

目
し
、
こ
の
三
神
を
同
一
神
格

す
る
の
は

の
史

崇
『
妙
門
由

』

後
か
ら
と
さ
れ
る
の
を
う
け
て
、
玄
宗
の
開

元

年
（
七
一
三
）
以
降
の

立
と
す
る5

）。

筆

は
、
本
書
で
は
、『
老
君
恩
重
經
』
の

立
年
代
を

Ａ
よ
り
繰
り
下
げ
て
、
玄
宗
の
開
元

年
（
七
一
三
）
以
降
、

く
と
も
八
世
紀

に
は
出
現
し
た
と
す
る

に
轉
換
し
た
よ
う

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

尾
氏
は
、
先
の
『
老
君
恩
重
經
』
の

立
に
關

す
る
叙

の
部
分
の

釋
で
あ
る
、

51
）で
、
更
に

の

に

べ
る
。
秋

は
、『

藏
』
と
『
大
正
藏
』

收
の
現
行
本
に

よ
る
限
り
で
は

定
は
困

と
し
な
が
ら
も
、『
老
君
恩
重
經
』

の

體

な
構

が
體
系

に
整
い
、
圓
滑
な

脈
の

び
を
示

す
の
に
對
し
、『
佛

恩
重
經
』
の
叙

の
中
に
は
、

後
に
接

續
し

い
孤
立

な
部
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、

脈
の
混

や
重

複
、
叙

の
破
綻
が

め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
佛

恩
重

經
』
が
『
老
君
恩
重
經
』
を
模
倣
し
た
、
と
み
る6

）。
一
方
、
謝
は
、

兩
經
の
他
に
『
太
上
慈
悲

場

災
九
幽
懺
』（
中
略
）

七
の

蕩

品
第
一
、
誓
報
慈
恩
品
第
二
を
と
り
あ
げ
て
三
本
の
比
較

を
試
み
、『
老
君
恩
重
經
』
は
『
佛

恩
重
經
』
の
み
な
ら
ず
、

や
は
り
『
佛

恩
重
經
』
の
影

を
う
け
た
『
九
幽
懺
』

七
に

も
依
據
す
る
、
と
さ
れ
る
、
と
。

は
夙
に
『
隋

敎
思
想
史

究
』
に
お
い
て
、『
老
君

恩
重
經
』
の

立
に
つ
い
て
、「
秋

暎
氏
は
こ
の
『
老
君
恩

重
經
』
の

立
時
期
を
八
世
紀

頃
、
更
に

を
絞
っ
て
、
玄

宗

に
お
け
る
孝

振
興
政
策
が
推

さ
れ
て
い
た
時
期
の

立

と
見
て
居
ら
れ
る
」
と
こ
の
秋

に

で
あ
る
旨
を

べ
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
方
、
謝

玲
氏
は
、『
太
上
慈
悲

場

災
九

幽
懺
』
と
『
老
君
恩
重
經
』
の
先
後
關
係
を
確
か
に

尾
氏
が

べ
て
い
る
よ
う
に
『
太
上
慈
悲

場

災
九
幽
懺
』
が
先
、『
老

君
恩
重
經
』
が
後
と
見
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
論

の
結
論
と
し

て
、『
老
君
恩
重
經
』
の

立
年
代
に
つ
い
て
、「

ち
八
世
紀

八
一

現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重



か
ら
十
世
紀

ま
で
す
べ
て
太
上
老
君

報
父
母
恩
重
經
が

立

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
云
う
放

漫
な
結
論
に

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

は
、『
太
上
慈
悲

場

災
九
幽
懺
』
と
『
老
君
恩
重
經
』

の
先
後
關
係
に
つ
い
て
、

『
赤
壁
と
碧

』
の
中
で
、

の

よ
う
に

べ
て
い
る
。
そ
れ
を

約
し
て

げ
て
お
こ
う
。

こ
こ
で
は
、
茅
山
派
の
第
十
三
代
の
宗
師
で
あ
る
李
含
光
（
六

八
三
｜
七
六
九
）
の
序
が
附
さ
れ
る
『
太
上
慈
悲

場

災
九
幽

懺
』
十

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の

作
の

立
年
代
に
つ
い

て
吉
岡
氏
は

の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
李
含
光
の
序

で

あ
る
が
、
こ
れ
を

め
る
こ
と
に
な
る
と
、

敎
の
九
幽
懺
十

は
大
約

玄
宗
の
末
年
頃

七
五
六
頃
）
に
は
出
世
し
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
李
含
光
の
序

を

い
て
否
定
す
る

根
據
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
」

7
）

と
。

當
な
見
解
で
あ
ろ
う
。

『
太
上
慈
悲

場

災
九
幽
懺
』
に
は
、『
太
上
老
君

報
父
母

恩
重
經
』
を
引
用
す
る
が
、
こ
の
經
の
中
に
は
「

空
智
藏
」
な

る
神
格
が
登
場
し
、
ま
た
、『
太
上
靈
寶
洪
福
滅
罪
像
名
經
』
を

引
用
す
る
が
、
こ
の
經
の
中
に
も
「『
太
上
一
乘

空
經
』
に
信

禮
す
」
と
も
言
っ
て
い
る8

）。
こ
れ
ら
は
重
玄
派
の
『

空
經
』
の

影

下
に
あ
る
經
典
で
あ
る
。
そ
し
て
『
太
上
慈
悲

場

災
九

幽
懺
』
に
は
、
し
ば
し
ば
「

空
智
藏
眞
人
」
の
語
が
登
場
す
る

か
ら
、
こ
の
懺
法
は
、
茅
山
派
が
重
玄
派

敎
の
敎
義
を
攝
取
し

た

作
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、『
太
上
慈
悲

場

災
九
幽
懺
』
の

一
の
「

問
懺

品
第
五
」
に
は
、「
太
上
是
の
懺
法
を

き
、

衆
生
を
得
度
せ
し
む
、
云
々
」
と
し
て
、

の

を

ね
る
こ
と

か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

善
哉
元
始

、
三
界

共
崇
、

力
不
思
議
、
智
德
無
等
雙
、

自
然
七
寶
座
、
踊
現

林
中
、

足
有
形
相
、
無
礙

空
、

將
示
重
玄
義
、
開
發
衆
妙
門
。（
中
略
）

こ
の

は
重
玄
派
の
『
太
玄
眞
一
本
際
經
』

一
の
よ
く
知
ら
れ

て
い
る

の

で
あ
る
。『
太
上
慈
悲

場

災
九
幽
懺
』
の

引
用
に
は
、
多
少
の
出
入
も
あ
る
の
で
、

に
『
太
玄
眞
一
本
際

經
』

一
の
も
の
を

げ
る
。

善
哉
元
始

、
三
界

共
宗
、
神
力
不
思
議
、
智
德
無
等
雙
、

自
然
七
寶
座
、
踊
現

林
中
、

足
有
形
相
、
無
礙

空
、

八
二

現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重



將
示
重
玄
義
、
開
發
衆
妙
門
。（
中
略
）（
敦
煌
本
ペ
リ
オ

書
三
三
七
一

び
二
三
九
二
）

そ
し
て
、『
太
上
慈
悲

場

災
九
幽
懺
』

八
の
「
懺
九
幽

品
第
三
」
の

頭
で
は
、『
九
幽
經
』
の

を
襲
っ
て
い
る
と

こ
ろ
と
し
て
、「
今
日

場
大
衆
人
、
各

心
仰
對
慈

、
懺

九
幽
地
獄
罪
苦
、
懺

某
攝
心
長
跪
、
諦

經
言
、
九
幽

東
北

方
朔
陰
之
地
、
九

之
下
、
名
曰
九
幽
地
獄
、
其
獄
深
沈
繫
閉
」

と

べ
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
九
幽
地
獄
を

ね
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。「
①
東
有
風
雷
地
獄
、
常
有
黑
風
、
震
雷
霹
靂
、
飛
戈
飄
戟
、

衝

罪
人
、
分
解
肢
體
、
萬
劫
受
苦
、
不

晝
夜
。
②
南
有
火
翳

地
獄
、
有

罪
人
、
呑
火

炭
、
爲
火

、
頭
面
焦

、
頭
戴

火
山
、
皮
膚
骨

、

生
火
、
萬
劫
受
苦
、
不

晝
夜
。」（

り
の
七
地
獄
は
省
略
す
る
）

こ
れ
は
、『
九
幽
經
』
の
看
板
の
九
幽
地
獄
に
つ
い
て

し

て
い
る
以
下
の
叙

と
良
く
合
致
す
る
。「
①
亦
見
東
方
風
雷
之

獄
、
常
有
黑
風
、
震
雷
霹
靂
、
飛
戈
飄
戟
、
衝

罪
人
、
分
散

（
解
）
肢
（
支
）
體
、
穿
穴
五

（
藏
）、
萬
劫
受
苦
、
不

晝
夜
。

②

見
南
方
火
翳
之
獄
、
有

罪
人
、
呑
火

炭
、
爲
火

、

頭
面
焦
燎
、
頭
戴
（
載
）
火
山
、
皮
膚
骨

、

生
火
、
萬
劫

受
苦
、
不

晝
夜
。」（
括
弧

は
敦
煌
本
の
異

、

り
の
七
地
獄

は
省
略
す
る
）

こ
の
『
太
上
慈
悲

場

災
九
幽
懺
』

八
の
「
懺
九
幽
品
第

三
」
で
、
先
行
す
る
『
九
幽
經
』
を
引
用
す
る
手
法
は
、
謝
氏
が

取
り
上
げ
た
『
太
上
慈
悲

場

災
九
幽
懺
』

七
の
蕩

品

第
一
、
誓
報
慈
恩
品
第
二
に
『
老
君
恩
重
經
』
を
長

に
亘
っ
て

引
用
す
る
の
と

く
同
じ
手
法
で
あ
る
。

例
え
ば
、
秋

氏
が
重

す
る
『
老
君
恩
重
經
』
第
三
段
の

「
寄
胎
」
の
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

『
老
君
恩
重
經
』：

非
父
不
生
、
非
母
不

、
是
以
天
地

、
寄
託
母
胎
、
氣
識
相
凝
、

娠
十

、

重
、
坐

臣卜
失
常
、

滿

充
、
誕
育
之
候
、
其
母
恐
怖
性
命
、

然

惻

、
心
神
憂
喪
。

『
九
幽
懺
』：

且
非
父
不
生
、
非
母
不

、
是
以
天
地

育
、

寄
託
母
身
（
胎
）、
二
氣
相
凝
、

娠
十

、

抱
（

）

重
、
坐
臣卜
失
常
、

滿

充
、
誕
育
之
候
、
其
母
恐
怖
性
命
、

然
惻

、
心
神
憂
喪
。（
現
行

藏
の
『
九
幽
懺
』
は
、

八
三

現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重



「
胎
」「

」
に

植
が
あ
る
）

こ
れ
も
『
本
際
經
』
や
『
九
幽
經
』
の
よ
う
に
、『
老
君
恩
重

經
』
が
先
行
し
、『
太
上
慈
悲

場

災
九
幽
懺
』
が
後
に
そ
れ

を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
推
論
が
正
し
い
と
す
る

と
、『
太
上
老
君

報
父
母
恩
重
經
』
の

立
の
下
限
は
、
八
世

紀

ば
頃
と
い
う
結
論
を
得
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
上

し
た
よ
う
に
、

尾
氏
は
『
老
君
恩
重
經
』

の

立
の
上
限
に
關
わ
っ
て
、
謝
氏
の
『
老
君
恩
重
經
』
と
『
妙

門
由

』
に
關
す
る
問
題
提

も
取
り
上
げ
て
い
た
。

ち
、

「
ま
た
、

年
、
兩
經
の

體
に
亘
る
比
較
對
照
を
試
み
た
謝

玲
は
、
太
上
老
君
が
そ
の

身
を
自
叙
し
た
一

が
、
元
始
天

の
弟
子
の
太
上

君
の
傳

と
太
上
老
君
の
傳

と
か
ら

る
こ

と
に

目
し
、
こ
の
三
神
を
同
一
神
格

す
る
の
は

の
史
崇

『
妙
門
由

』

後
か
ら
と
さ
れ
る
の
を
う
け
て
、
玄
宗
の
開
元

年
（
七
一
三
）
以
降
の

立
と
す
る
」
と
言
う
論
點
で
あ
る
。

勿
論
、

立
年
代
の
上
限
は
、
玄
宗
の
時
代
に
『
老
君
恩
重
經
』

の

立
を
見
る
秋

に
極
め
て
接

し
て
來
て
い
る
。
こ
の
論

點
に
關
し
て
は
、

尾
氏
が
少
し
謝
氏
の
論

を

略
に
し

ぎ

て
い
る
の
で
、
謝
氏
の
論

の
關
係
箇

を

に
引
用
す
る
。

１
）「
經
典
（『
老
君
恩
重
經
』
の
こ
と
…
…

）
に
「
吾
憶

世
誕
於
洪
氏

、
凝
神
瓊
胎
之
府
、
積
三
千
七
百
年
、

至
上
皇

重

李
母

陽
極
數
八
十
一
年
、
思
報
母
恩
、
至
今
劫
期

恐
不

復
」
と
太
上
老
君
の

身
を
自
叙
す
る

容
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
中
に
二
つ
の
傳

を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
（

）

ら
か

で
あ
る
。

の
は
、

ち
元
始
天

の
弟
子
の
太
上
大

君
の
傳

で
あ
る
。
後
の
は
、

ち
太
上
老
君
と
も
呼
ば
れ
る
老
子
の
傳

で
あ
る
。」

２
）「

體

に
（
三
神
同
一
の
思
想
が
・
・

補
足
）
正
式
と
な
る
の
は
、
史
崇
の
妙
門
由

序
に
、「
天

生

於
混
沌
之
始
、
何
宗

之
有
乎
、
其
後
改
號
示
變
應
迹
垂
靈
、
託

胎
洪
氏
之

、
降
形
李
母
之
腋
・
・
・
元
始
天

、
太
上

君
、

高
上
老
子
應
號
雖
異
、
本
源
不
殊
」
と

べ
る
の
を
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
面
白
い
の
は
、
序
に
は
っ
き
り
三
神
同
一
と
い
っ

て
い
る
一
切

經

義
妙
門
由

の
本

の
「

天

第
二
」
に
、

序
の
よ
う
な
經
典
が
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

た
だ
、
天

、
大

君
と
太
上
老
君
三
人
別
々
の
傳

を

げ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
も
し
、
そ
の
と
き
太
上
老
君

報
父
母
恩
重

八
四

現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重



經
が
も
う
で
き
て
い
た
ら
、
必
ず
第
一
優
先
で

用
さ
れ
る
筈
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
太
上
老
君

報
父
母

恩
重
經
の
中
に
、
太
上
老
君
の
傳

が
妙
門
由

序
よ
り

體

に
な
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
後
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
、
一

ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。」

謝
氏
は
結
局
、
太
上

君
が

世
に
「
胎
を
洪
氏
の

」
に
託

し
て
生
ま
れ
、
ま
た
、
太
上
老
君
が
「
李
母
」
の
と
こ
ろ
に
生
ま

れ
た
と
言
う
二
つ
の
傳

を
竝
べ
た
『
老
君
恩
重
經
』
の
よ
う
な

經
典
が
『
妙
門
由

』
の

に
あ
れ
ば
、『
妙
門
由

』
が

優

先
で
こ
れ
を
引
用
し
た
筈
だ
、
そ
れ
を
し
な
い
の
は
『
老
君
恩
重

經
』
の

立
が
『
妙
門
由

』
よ
り

れ
る
か
ら
だ
、
と
言
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

１
）
の
『
老
君
恩
重
經
』
の

「
吾
」
は
、
太
上
老
君
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
こ
こ
は
、

太
上
大

君
と
太
上
老
君
の
二
神
同
一
を
言
っ
て
い
る
に

ぎ
な

い
。

２
）
の
『
妙
門
由

』
の
謝
氏
の
引
用
箇

の

部
分

つ
い
て
は
、
王
承

氏
の
『
本
行
經
』
に
關
す
る
論

９
）で

は
、

「「
胎
を
洪
氏
の

に
託
す
」
と
い
う
の
は
『
洞
玄
本
行
經
』
に
依

據
し
て
お
り
、「
形
を
李
母
の
腋
に
降
す
」
は
、『
三
天

解
經
』

に
據
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
も
っ
と
も
、『
妙
門
由

』
の

「

天

」
を
見
る
と
、『
本
行
經
』
の
「
胎
を
洪
氏
の

に
託

す
」
の
部
分
は
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
李
母
」
に
つ
い
て
は
、

『
三
天

解
經
』
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、『
玄
妙

』
等
の
「
玄

妙

・
高
上
老
子

傳
竝
云
、
老
君
從
李
母
左
腋
而
生
」
の
引

用
が
、『
妙
門
由

』
序
の
「
降
形
李
母
之
腋
」
の
部
分
の
論
據

の
引
用
と
し
て
相
應
し
い
と

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

引
用
も
元
始
天

、
太
上
大

君
と
太
上
老
君
三

別
々
の
傳

を

げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
、
と
言
う
の
が
謝
氏
の
言
い
分
な
の

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
角
度
を
變
え
て
見
る
と
、
謝
氏
の
論

の

も
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
勿
論
、『
老
君
恩
重
經
』
と
『
妙
門
由

』
序
が
、
共
に
太
上
大

君
と
太
上
老
君
二

の
生
誕
に
關
わ

る
傳

を

ね
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

は
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
際
に
、

の
開
元
十
五
年
（
七
二

七
）
に

っ
た
と
さ
れ
る
徐
堅
の
『

學
記
』（

二
十
三
、

第

一
）
に
も
、「
託
洪
胎

剖
李
腋

本
行
經
曰
。
太
上

君
。
託

胎
洪
氏
之

。
凝
神
瓊
胎
之
府
。

德
經
序
訣
曰
。

時
復
託
神
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李
母
。
剖
左
腋
而
生
。
生

皓
然
。
號
曰
老
子
」
と
あ
っ
て
、
事

對
と
さ
れ
る
「
託
洪
胎

剖
李
腋
」
で
は
、「
洪
胎
」
と
「
李
腋
」

が
、
太
上
大

君
と
太
上
老
君
の
誕
生
に
關
す
る
傳

が
對
と
な

る
事

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

目
し
た
い
。『
老
君
恩
重
經
』

で
は
、
太
上
老
君
が
李
母
に
重
ね
て
受
胎
し
た
こ
と
を
「
重

」

と
よ
ん
で
あ
る
が
、
實
は
、
太
上
大

君
と
太
上
老
君
二

の
生

誕
に
關
わ
る
傳

を

ね
る
こ
と
は
、
徐
堅
の
生
き
た
開
元
時
代

の
學

・

士
な
ど
識

の

で
は
、

敎
に
關
す
る
重

な
事

と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
妙
門
由

』
序
の

「
託
胎
洪
氏
之

」「
降
形
李
母
之
腋
」
に

似
す
る
、『
老
君
恩

重
經
』
の
「
誕
於
洪
氏

」「
重

李
母
」
な
ど
の
表
現
は
、
あ

る
い
は
、
こ
う
し
た
雰
圍
氣
の
中
で
書
か
れ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
二

の
「
受
胎
」
に
關
す
る
傳

を
重
ん
じ
る
こ
と
は
、

『
老
君
恩
重
經
』
の
第
三
段
で
母
へ
の
「
寄
胎
」
を
重
ん
じ
る
こ

と
と
勿
論
關
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

は
『
老
君
恩
重

經
』

立
の
更
に
踏
み

ん
だ
下
限
の
目
安
と
し
て
、
玄
宗
の
開

元
十
五
年
（
七
二
七
）
頃
を
考
え
て
置
き
た
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、

に
『
老
君
恩
重
經
』
の

立
年
代
の
上
限
を
別
の
側

面
か
ら
考
え
て
見
よ
う
。
そ
の
手
掛
か
り
に
な
る
の
は
、

し

た
則
天
武
后
時
代
の
玄

の
『

正
論
』
の
重
玄
派
批

の
後

部
分
の
記

で
あ
る
。

ち
、
そ
こ
で
は
、「

士
李
榮
ま
た
洗

浴
經
を

り
て
、
以
て

室
に
對
す
、

士
劉
無
待
ま
た
大

經

を

り
て
、
以
て
盂

盆
に
擬
し
、

び
に
九
幽
經
を

り
て
、

將
に
罪
福
報
應
に

せ
ん
と
す
。
自
餘
の
大
部

に
あ
ら
ざ
る
は
、

な
る

げ
て
計
う
べ
か
ら
ず
」
と

べ
て
、
佛
敎
の
『

室

經
』
に
對
す
る

敎
の
『
洗
浴
經
』、
佛
敎
の
『
盂

盆
經
』
に

對
す
る

敎
の
『
大

經
』、
佛
敎
の
『
罪
福
報
應
經
』
に
對
す

る

敎
の
『
九
幽
經
』
が
そ
れ
ぞ
れ
對
比
さ
れ
て
、
批

の
對

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
有
名
な
『
盂

盆
經
』
の
「
盂

盆
に

お
け
る
供

」
に
對
抗
す
る
『
大

經
』
の
「
中
元
に
お
け
る
供

」
な
ど
を
含
ん
だ

似
す
る
趣
旨
を
有
す
る

敎
經
典
を
取
り

上
げ
て
の
批

で
あ
っ
た10

）。

「
盂

盆
に
お
け
る
供

」
は
『
佛

父
母
恩
重
經
』
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、「
中
元
に
お
け
る
供

」
は
『
老
君
恩
重
經
』
に

も
「
若
有
衆
生
、
能
爲
父
母
書

此
經
、
讀
誦
受
持
、

香
禮

、

於
中
元
日
、
設
大
齋

、
市

名
香
、

山
摘
蘂
、

淨
供
、
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夙
夜
慇
懃
、

福

恩
、

度
先

、
名
報
父
母

育
之
恩
、
五

十

、
罪
得

滅
」
と

げ
ら
れ
て
い
る
。

先

し
た
よ
う
に
牧
田
諦
亮
氏
の
『
疑
經

究
』
で
は
、
中
國

の
傳
統
思
想
と
の

和
や
優
劣
を
考
慮
し
た
も
の
と
し
て
、
中
國

經
典
の
『
父
母
恩
重
經
』『
盂

盆
經
』『
須
彌
四
域
經
』

『
淸
淨
法
行
經
』『
正

外
經
』『
首
羅
比
丘
經
』
な
ど
を

げ

て
い
る
が
、『
盂

盆
經
』
を
押
さ
え
て
『
父
母
恩
重
經
』
が

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
重

性
に
鑑
み
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

飜
っ
て
、
玄

が
『

正
論
』
を
表
す
際
に
、
こ
の
『
佛

父

母
恩
重
經
』
對
す
る
同
じ
趣
旨
の

敎
經
典
『
老
君
恩
重
經
』
が

存
在
し
て
い
れ
ば
、
當
然
、
こ
れ
を
重

經
典
と
し
て
批

の
對

に
取
り
上
げ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
佛

父
母
恩
重
經
』

の
存
在
は
と
も
か
く
、
元
の

士
で

敎
經
典
に
詳
し
か
っ
た
玄

が
『

正
論
』
で
、『
老
君
恩
重
經
』
を
批

の
對

と
し
て

い
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
未
だ

立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『

正
論
』
の

立
年
代
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
義
豐
氏
の

『

敎
と
佛
敎
第
一
』（

７
）參
照
）
の
第
二
版
の
補

50
）で

は
、「『

正
論
』
は
開
元

年
作
」
と
七
一
三
年
頃
を
指
し
示
さ

れ
る
が
、
神

淑
子
氏
は
『

敎
經
典
の
形

と
佛
敎
』

11
）

の
中
で
、

『
佛

統
記
』
に
依
っ
て
、
則
天
武
后
の
萬

天
元
年
（
六
九

六
）
と
さ
れ
る
。『

高

傳
』
で
も
玄

は
則
天
武
后
時
代
の

侶
と
さ
れ
る
の
で
、
今
は
神

に
從
っ
て
置
く
。
こ
の
面
か

ら
見
て
も
『
老
君
恩
重
經
』
の

立
を
玄
宗
の
開
元
時
代
の

（
七
一
三
〜
七
二
七
）
頃
と
考
え
て
齟
齬
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

結

語

の
玄
宗
は
老
子
と

敎
を
信
奉
し
た
。
そ
れ
は
太
宗
が
「

の
本
系
は
、

史
（
老
子
）
よ
り
出
づ
」
と
老
子
を
皇
室
の
先

と
看
做
し
、

敎
を
佛
敎
の
上
位
に
置
い
た

向12
）を

承
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
玄
宗
は
開
元
時
代
に
は
司
馬
承
禎
、
天
寶
時

代
に
は
李
含
光
と
い
う
茅
山
派
の
宗
師
を
重
用
し
た
。
司
馬
承
禎

が
開
元
九
年
（
七
二
一
）
に
玄
宗
の
命
を
受
け
て
五
千
三
百
八
十

言
の
『
老
子
』
を
刊
定
し
た
こ
と
、
李
含
光
が
天
寶
七
載
（
七
四

八
）
に
玄
宗
の
度
師
と
し
て

崇
さ
れ
た
こ
と
は

名
な
こ
と
で

あ
る
。
一
方
、
玄
宗

の
『
孝
經
』
は
、
開
元
九
年
完

、

十

八
七
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年
施
行
、
天
寶
二
載
（
七
四
三
）
重
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
玄

宗
の
孝

振
興
政
策
は
、
玄
宗
の

敎

崇
と
重
な
り
合
わ
せ
て

執
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る13

）。『
老
君
恩
重
經
』
も
こ
う
し
た

況
を
背
景
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

１
）

福
永
光
司

、
東
ア
ジ
ア
基

究
會
『

敎
と
東
ア
ジ

ア
』
人

書
院
、
一
九
八
九
年
。

2
）

野
岩
友
「「
雲
笈
七
籤
」
に
見
え
る
三
魂
七
魄
に
つ
い
て
」

（『
中
國
の

學
と
禮
俗
』
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）。

3
）

砂
山
稔
『
赤
壁
と
碧

』（

古
書
院
、
二
○
一
六
年
）
第
二

部
第
五

參
照
。

4
）
『
本
際
經
』
に
つ
い
て
は
、
砂
山
稔
『
隋

敎
思
想
史

究
』

（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
○
年
）
第
二
部
第
二

、
第
三

參
照
。

5
）

謝

玲
「
佛

父
母
恩
重
經
と
太
上
老
君

報
父
母
恩
重
經
と

の
關
係
に
つ
い
て
」（『
東
洋
大
學
大
學
院
紀

』
二
十
一
集
、
一

九
八
五
年
）。

６
）

秋

暎
「

敎
と
佛
敎
の
父
母
恩
重
經
｜
兩
經
の

立
を
め

ぐ
る

問
題
｜
」（『
宗
敎

究
』
三
十
九

四
號
、
一
九
六
六

年
）、秋

氏
の

べ
る

り
、『
太
上
老
君

報
父
母
恩
重
經
』

が

敎
經
典
と
し
て
、
出
色
の
出
來
映
え
で
あ
る
こ
と
は

め
る

が
、『
佛

父
母
恩
重
經
』
に
先
ん
じ
て
い
る

證
は
な
い
。『
佛

父
母
恩
重
經
』
が
『
大

刊
定
衆
經
目

』
に

載
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
矢
張
り
見

せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
麥

谷

夫
氏
も

敎
の
も
の
が
後
と
見
て
い
る
。
同
氏
『
六

隋

敎
思
想
史

究
』（
岩
波
書
店
、
二
○
一
八
年
）
參
照
。
な
お
、

小
南
一

氏
は
、

代
の
小

と
『
盂

盆
系
佛

恩
重
經
』・

『
十
恩
德
系
佛

恩
重
經
』
と
の
關
係
を
考
察
し
た
「
敦
煌
の
孝

子
傳
」（
麥
谷

夫

『
三
敎
交

論
叢
』、
京

大
學
人

科
學

究

、
二
〇
〇
五
年
）
な
る
論

で
、
謝
氏
の
論

を
、
秋

氏
の
論

の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

7
）

吉
岡
義
豐
『

敎
と
佛
敎
』
第
一

國
書
刊
行
會
、
一
九
八
〇

年
）「
施

鬼
思
想
の
中
國

受
容
」
參
照
。

8
）
『
太
上
靈
寶
洪
福
滅
罪
像
名
經
』
に
は
、「
重
玄
妙

天

」

「
太
妙
重
玄
天

」
等
、
天

名
に
「
重
玄
」
の
語
を
含
む
例
が

多
く
見
ら
れ
る
。

、
酒
井
規
史
「

代
に
お
け
る
北

信
仰
の

新
展
開
｜
『

罪
妙
經
』
を
中
心
に
｜
」
『
早
稻
田
大
學
大
學
院

學

究
科
紀

』
第
四
十
九
輯
・
第
一
分

二
〇
〇
四
年
）參

照
。

9
）

王
承

「
靈
寶
「
天

」
信
仰
と
古
靈
寶
經
敎
義
の
展
開
｜
敦

煌
本
「
太
上
洞
玄
靈
寶
眞

度
人
本
行
妙
經
」
を
中
心
に
ー
」

佐
野

子
譯

（『
中
國
宗
敎

究
』
京

大
學
人

科
學

究

、
二
○
○
七
年
）
參
照
。

10
）

藏
本
と
敦
煌
本
の
『
大

經
』
と
『
大

經
疏
』
に
關
し
て

は
、
吉
岡
義
豐
「
中
元
盂

盆
の

敎

考
察
」（『

敎
と
佛

八
八
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重



敎
』
第
二
、
豐
島
書

、
一
九
七
〇
年
）

び
拙

『
隋

敎

思
想
史

究
』
參
照
。

11
）

名
古
屋
大
學
出
版
會
、
二
○
一
七
年
。

12
）

波
護
氏
は
太
宗
の
こ
の
重
大
な
決

は
、
貞

十
一
年
（
六

三
七
）
の
正

十
五
日
、
上
元
の
日
の
詔
敕
に
よ
り
發
表
さ
れ
た

と
し
て
い
る
。（「
法
琳
の
事
蹟
に
み
る

の
佛
敎
・

敎
と
國

家
」
吉
川
忠
夫

『
中
國
古

敎
史

究
』
同

出
版
、
一
九

九
二
年
）。

13
）

開
元
七
年
（
七
一
九
）
に
は
、『
老
子
』
の
河
上
公

本
と
王

弼

本
、『
孝
經
』
の
鄭
玄

本
と
孔
安
國
傳
本
に
關
す
る
論

が
行
わ
れ
て
い
る
。
吉
川
忠
夫
「
元
行
沖
と
そ
の
「
釋
疑
」
を
め

ぐ
っ
て
」（『
東
洋
史

究
』
四
十
七

三
號
、
一
九
八
八
年
）
古

隆
一
「『
孝
經
』
玄
宗

の

立
」（『
東
方
學
報
』
第
七
十
二

、
二
○
○
○
年
）
も
參
照
。

八
九

現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重


